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〜
地
域
文
化
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜  

④

　

今
回
は
６
月
に
青
田
（
太
田
、
オ
ダ
）
祭
り

が
行
わ
れ
た
野
向
町
竹
林
区
を
紹
介
し
ま
す
。

　

野
向
の
地
名
は
、
比
良
野
家
文
書
の
明
和
元

年（
１
７
６
４
）と
表
記
さ
れ
た「
万
留
帳
」に
、

「
野
向
六
ケ
村
」
と
し
て
「
竹
林
村
・
布
市
村
・

清
水
嶋
村
・
田
名
部
村
・
新
在
家
村
・
龍
谷
村
」

の
村
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
留
帳
は
18
世
紀

初
期
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
時
期
に
は
野
向
の
名
が
使
用
さ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
現
在
の
野
向
町
は
牛

ケ
谷
・
深
谷
・
聖
丸
・
竜
谷
・
竹
林
・
北
野
津
又
・

横
倉
・
薬
師
神
谷
の
８
区
な
の
で
随
分
と
異

な
っ
て
い
る
。
近
世
の
野
向
村
は
む
し
ろ
現
在

の
荒
土
町
の
村
が
大
半
を
占
め
て
い
た
。

　

現
在
の
荒
土
14
村
・
野
向
８
村
の
形
に
な
っ

た
の
は
明
治
22
年
（
１
８
８
９
）
以
降
で
、
そ

こ
に
至
る
ま
で
に
も
色
々
な
組
み
合
わ
せ
が

あ
っ
た
。
そ
れ
は
滝
波
川
か
ら
の
用
水
の
引
水

や
、
奥
太
山
・
高
尾
山
な
ど
へ
の
入
会
山
へ
の

立
入
な
ど
、
こ
れ
ら
の
権
利
が
複
雑
に
絡
み
、

村
の
組
み
合
わ
せ
パ
タ
ー
ン
が
い
く
つ
も
あ
っ

た
た
め
で
あ
ろ
う
。
中
世
の
郷
・
庄
の
情
況
を

伝
え
る
と
さ
れ
る
「
慶
長
国
絵
図
」
か
ら
竜
谷

村
を
例
に
あ
げ
る
と
、
村
高
が
一
八
二
四
、
九

七
八
石
で
、
こ
れ
は
近
世
の
竜
谷
・
布
市
・
田

名
分
・
松
田
村
の
合
計
村
高
に
ほ
ぼ
等
し
い
。

　

さ
て
竹
林
村
は
小
村
な
が
ら
一
村
と
し
て
描

か
れ
、
但
し
「
竹
橋
村
一
五
六
、
五
石
」
と
し

て
表
記
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
「
比
良
野
郷

帳
」
に
は
「
竹
の
林
」
と
あ
る
。
近
世
の
竹
林

村
は
福
井
藩
支
配
の
時
代
を
経
て
幕
末
ま
で
小

笠
原
勝
山
藩
の
支
配
を
受
け
た
。
明
治
６
年（
１

８
７
３
）
の
戸
数
は
14
戸
、
人
口
80
人
で
、
馬

５
匹
と
あ
る
。
物
産
と
し
て
生
糸
・
煙
草
・
繭
・

桑
・
菜
種
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

当
区
に
は
青
田
祭
り
の
風
習
が
今
も
残
る
。

青
田
祭
り
は
、
以
前
は
ど
の
村
で
も
行
わ
れ
、

「
オ
ダ
ヤ
ス
ミ
」「
タ
ウ
エ
ヤ
ス
ミ
」
な
ど
と
も

言
わ
れ
た
。
田
植
が
終
わ
り
春
の
農
作
業
が
無

事
一
段
落
し
た
こ
と
祝
い
、
そ
の
日
は
一
日
仕

事
を
休
み
、
嫁
は
２
日
程
里
帰
り
で
き
た
。
当

区
で
は
、
か
つ
て
は
６
月
15
日
に
行
わ
れ
、
ボ

タ
餅
を
作
り
村

中
が
休
ん
だ
。

　

最
近
は
６
月

初
旬
の
日
曜
日

に
草
刈
な
ど
の

労
働
奉
仕
を
行

い
、
昼
近
く
に

区
内
の
会
館
に

集
ま
り
慰
労
会

が
行
わ
れ
て
い

る
。

今
回
は

に
青
田
（
太
田
、
オ
ダ
）
祭

を
ねねねてててねね

 
市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造

Ｕ・Ｉターンコラム

U
I
うつくしく
いきる

Enjoy Life in Katsuyama
湯
ゆ
屋
や
　基
もと
生
お
さん（57歳）

＝北郷町出身＝

　今回は特別インタビューとし
て、勝山市移住・産業政策アド
バイザーに委嘱された湯屋さん
にお話を伺いました。
　湯屋さんは北郷町の出身で、
現在は東京スター銀行の代表執
行役常務として活躍されていま
す。

▶勝山のお役に立ちたい
　移住・産業振興という課題を
いただき、私がこれまで東京で
培ってきた経験や人脈を使い、
また、東京でしか集まらない情
報を収集することにより、微力
ながら勝山のお役に立てればと
考えています。

▶ 移住希望者の価値観に訴える
　地方移住を増やすには、他の
自治体と同じ事をしていてもう
まくいかないと感じています。
　移住した方の理由を突き詰め
てみると、「豊かな自然のなか
で住みたい」などのそれぞれの
価値観で移住しています。
　移住者は、便利さなどと引き
換えに移住を決断するので、横
並びの支援策よりも、それぞれ
の価値観に訴えていく必要があ
ると思います。
　勝山には、イベントでも観光
地でも、他にはない魅力がたく
さんあると思いますが、それだ
けでは移住しようという決断は
できないと思います。

▶ ビジネスの考え方を産業振興・
移住促進に
　私のビジネスでの考え方を産
業振興や移住促進に当てはめる
ことで、なにかできないかと考
えています。
　まずは勝山の皆さんの意見を
伺い、東京に持ち帰り、ヒント
になるようなものを探っていき
たいと思います。

慰労会として風習が残る慰労会として風習が残る

移住に関するお問い合わせは
ふるさと創生・移住課（市役所2階）へ

☎88－8130
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行ってみよう

湯ったり勝山
　６月の湯ったりの日は、「わくわく遊びコー
ナー」にて、輪投げやけん玉などを楽しみました。
“ゆっくり休むもよし、体操や遊びを楽しむもよ
し”の湯ったり勝山にぜひお越しください。

申・問　地域包括支援センター「やすらぎ」
（すこやか内）　☎87 ｰ 0900

　

各
地
区
に
い
る
担
当
の
保
健
推
進

員
が
、
企
画
・
実
施
す
る
健
康
づ
く

り
教
室
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
で
参
加
し
、
健
康
に
な
り

ま
し
ょ
う
。

※
（　

）
内
は
担
当
推
進
員
の
地
区

◆ 

体
幹
を
鍛
え
る
ピ
ラ
テ
ィ
ス
（
元

町
）

と　

き
▼
7
月
23
日
㈰

　
　
　

午
前
9
時
30
分
〜
10
時
30
分

と
こ
ろ
▼
市
民
会
館　

第
1
会
議
室

持 

ち
物
▼
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス

タ
オ
ル

◆ 

正
し
い
歩
き
方
と
足
腰
を
強
く
す

る
歩
き
方
講
座
（
北
郷
地
区
）

と　

き
▼7

月
30
日
㈰

　

午
前
9
時
30
分
〜

10
時
30
分

と 

こ
ろ
▼
ジ
オ
ア

リ
ー
ナ
多
目
的
室

持
ち
物
▼
内
ズ
ッ
ク

◆ 

足
腰
を
強
く
す
る
歩
き
方
講
座
と

長
山
公
園
の
散
策
（
沢
・
昭
和
町
）

と　

き
▼
9
月
24
日
㈰

　

午
前
9
時
30
分
〜
10
時
30
分

と
こ
ろ
▼
ジ
オ
ア
リ
ー
ナ
多
目
的
室

持
ち
物
▼
内
ズ
ッ
ク

◆ 

ラ
ジ
オ
体
操
講
座
と
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
講
座
（
本
町
・
立
川
地
区
）

と　

き
▼
9
月
26
日
㈫

　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

と
こ
ろ
▼
ジ
オ
ア
リ
ー
ナ
多
目
的
室

持
ち
物
▼
内
ズ
ッ
ク

※
お
楽
し
み
企
画
も
あ
り
ま
す

◆ 

お
薬
の
正
し
い
飲
み
方
と
ハ
ピ
ネ

ス
ダ
ン
ス
体
験（
旭
町
・
旭
毛
屋
町
）

と　

き
▼
10
月
11
日
㈬

　

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

と
こ
ろ
▼
旭
町
2
丁
目
区
民
会
館

問　

健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
８
８
８

健
康
お
届
け
！

健
康
お
届
け
！

　
　

私
た
ち
、
勝
山
市
保
健
推
進
員
で
す

　
　

私
た
ち
、
勝
山
市
保
健
推
進
員
で
す

　

勝
山
市
保
健
推
進
員
（
90
人
）
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
訪
問
、
健
診
・
が
ん

検
診
の
お
す
す
め
、
健
康
づ
く
り
教
室
な
ど
、
地
区
の
皆
さ
ま
の
健
康
を

支
え
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
教
室
の
ご
案
内
（
申
込
不
要
・
参
加
費
無
料
）

勝山市教育会館勝山市教育会館
勝山公民館　展示コーナー勝山公民館　展示コーナー

件数内訳 平成29年６月末 前年比

総件数 ２４７件 ＋４７件

人身事故
（うち高齢者）

８件
（５）

－２件
（＋３）

死　者
（うち高齢者）

１人
（１）

－１人
（±０）

傷　者 ９人 ＋１人

物損事故 ２３９件 ＋４９件

７月の納税

５月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 ６月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 11,424人 5 －18 －13 9 －16 －7 11,404人 －20人
女 12,500人 6 －17 －11 22 －14 8 12,497人 －3人
合　計 23,924人 11 －35 －24 31 －30 1 23,901人 －23人
世帯数 8,011世帯 8,006世帯 －5世帯

人口の動き

固定資産税▶第２期　国民健康保険税▶第１期　
納期限▶７月31日㈪　口座振替▶７月26日㈬

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

◆杖谷とみ子さん（芳野町2）の
　　　　　　木目込み人形作品展
展示期間▶7月24日㈪～
　　　　　　　　　8月6日㈰
◆松村富夫さん（遅羽町比島）のネジアート作品展
展示期間▶8月7日㈪～
　　　　　　　　　8月19日㈯
※20日㈰は教育会館休館日です
　市民の皆さまからの展示作品（絵画・手芸・
写真など）を募集しています。詳しくは、勝
山公民館へお問い合わせください。
問　勝山公民館（教育会館1階）☎88－0800


